の 前に 立派に 人格化 されて、 私の 家族の 一部と しての 

存在 を 認められる ようになって しまった。 

二 匹と いうの は 雌の I 三毛」 と 雄の 「たま」 とで あ 

る。 三毛 は 去年の 春 生まれで、 玉の ほう は 二三 か 月お 

そく 生まれた。 宅へ もらわれて 来た ころ はま だほん と 

うの 子猫で あつたが、 わずかな 月日の 間にもう 立派な 

親 猫に なって しまった。 いつまでも 子猫であって ほし 

いという 子供ら の 願望 を 追い越して 容赦 もな く 生長し 

て 行った。 

三毛 は 神経が 鋭敏で ある だけに どこか 気 むずかしく 

て そして わがままで ぜいたく である。 そしてす ベての 



て 行って、 同時に あの あまりに 見苦しい ほどに 強 かつ 

た 食欲 も だんだん 尋常に なって 行った。 挙動 もい くら 

お-つよ-つ 

か は 鷹揚ら しいと ころがで きてきた が、 それでも 生ま 

れ つ いた 無骨 さはそう 容易に は 消えそう もない。 たと 

えば 障子の 切り 穴 を 抜ける 時に も、 三毛 だとから だの 

どの 部分 も 障子の 骨に さわる 事な しに、 するりと 音 も 

なくお どリ 抜けて、 向こう側 におり 立つ 足音 も ほ とん 

ど 聞こえぬ くらいに 柔らかで あるが、 それが 玉 だと ま 

るで 様子が ちがう。 腹 だか 背 だか あるいは あと 足 だか、 

どこか しらきつ と 障子の 骨に ぶっかって はげしい 音 を 

立て、 そして 足音 高く 縁 脚に、 おりる というよ りむし 



脚粹を はいたよ うに 黒くな つてい る。 

このあいだ じゅう 板塀の 土台 を 塗る ために 使った 防 

腐 塗料 を バケツに 入れた の が 物置き の 窓の 下にお いて 

あった。 その 中に 子猫 を 取り落とし たものと 思われた _ 

頭から 油 を あびた 子猫 はもう 明らかに 呼吸が 止ま つ て 

いるよう に 見えた が、 それでも まだ かすかに 認められ 

る ほどの うごめき を 示して いた。 

むごたら しい 人間の 私 は、 三毛が この 防腐剤に まみ 

れた 足と 子猫で 家 じゅうの 畳 をよ ごし あるく 事に 何よ 

り も 当惑した ので、 すぐに 三毛 を かかえて 風呂場に は 

せっけん せんじょう 

いって 石鹼で 洗滌 を 始めた が、 このねば ねばした 油 



そして 人間の 場合と この 動物の 場合との 区別に 関する 

学説な どが すべ てばから しい どうで もい い 事の ように 

思われて ならなかった。 

どうかす ると 私 はこの ちび が、 死んだ 三毛の 実子の 

うちの 一 つで あるよう な 幻覚に とらえられる 事が あつ 

た。 人間の 科学に 照らせば それ は 明白に 不可能な 事で 

あるが、 しかし 猫の 精神の 世界で はたし かに これ は 死 

児の 再生と 言っても 間違いで はない。 人間の 精神の 世 

界が N- 元 の ものと すれば、 「記憶」 という ものの 

- 1 ' ディ メ ンジ ョ ン 

欠けて いる 猫の 世界 は 元 の ものと 見られな 

い 事 もない。 



うに 知能の 漸近線の 近い 動物の ほうが、 それの 遠い 

人間に 比べ て それに 近づく 速度の 早い という 事実 はか 

な り 注意す ベ き 事 だと 思ったり した。 物質に 関する 科 

学の 領域に はこれ に 似た 例 はまれであろう。 

二 匹の 子猫 はだいたい 三毛に 似た 毛色 をして いた。 

一 つ を 「太 郎」 もう 一 つ を 「次 郎」 と 呼んで いた。 あ 

しま 

との 二 匹 は 玉の ような 赤 黄色い のと、 灰色と 茶の 縞の 

ような 斑の あるのと で、 前の を 「あか」 あとの を 「お 

さる」 と 名 づけて いた、 おさる は 顔に ある 縞が いわ ゆ 

さる 

る どこか 猿ぐ ま に似ていた からだれ かがそう 名 づけた 

ので ある。 そうして 背中の 斑が 虎の よう だから r 鵪」 



より ほか はない かもしれ ない。 

(大正 十二 年 一 月、 女性) 
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